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池田議員
H23  文教警察常任委員会
H24  農林環境常任委員会
H24  災害対策特別委員会
H24  決算特別委員会
H24  拉致議連副幹事長
H24  県立美術館評議委員

白石議員
H23  県政経営常任委員会
H24  県土整備常任委員会
H24  予算特別委員会
H24  議会あり方検討会

元気クラブの主張
　私たち元気クラブは、既成政党に属さない完全無所属の2名で結成致しました。私たちは、旧態依然と
した考え方に捉われることなく、柔軟な発想により、元気で活力ある栃木県を作っていきます。
　昨今の変化が激しい時代において、組織を固める人たちもいますが、私たちのように組織の慣習に支配
されないことも必要です。少数会派ではありますが、他の会派にはない独自のアイデアを持って、県政に
新風を吹き込んで行きます。
　既存の法律に縛られ経済活動を規制するのではなく、努力すれば報われる県民目線での対策を打ち出し
ていきます。
　次に、子供たちの未来を考え、厳しい県財政を立て直していきます。多額の債務残高に加え、少子高齢
化による社会保障費の急増が避けられません。こうした将来的な財政を見据え、新たな箱物よりも維持補
修を重視し、かつ県と市町の二重行政を見直します。そして県から市町に権限財源を移譲、または民間に
移譲するなど、政治においては行財政改革に取り組み、また民間においては退職された方々の知恵と活力
を生かせる仕組みを作り、県と市町そして県民が一体となった、生きがいのある県政作りを推進します。
　また、未来を担う子供たちの健全な育成と、人口増を目指した子育て支援をしていきます。自由と権利
だけでなく義務と責任も身に付ける心豊かな教育、グローバル社会を生きる現実的な教育、それに伴う教
員採用。子育て世帯とそうでない人たちの格差是正による子育て支援。子供から大人まで安心できる福
祉・医療の充実を図っていきます。
　最後に、私たち元気クラブは、既成政党の代弁者ではなく県民皆様の代弁者として、県民の皆様に分か
りやすい、開かれた県政を作っていきます。そして、この目で見て、この耳で聞きながら、あくまでも県
民目線の姿勢を崩さず、皆様の思いを実現するための政策提言をしていきます。

所属委員会等
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検  索いけだ忠 検  索白石としたか本会議閉会後の元気クラブ議員控室。
政策等について真剣に話し合っております。



県議会一般質問

１ 財政健全化と県民所得向上対策
２ 県有施設の今後の在り方等
３ 県営住宅の在り方
４ とちぎの知名度アップ
５ 生活保護受給者対策
６ 教員採用試験と人事評価の在り方
７ 知事選の投票率アップ
８ 公共交通の在り方

１ 栃木県の将来像
２ 人口増加策
３ 栃木県の長期財政見通し
４ 生活保護
５ とちぎの教育
　⑴ 県の教育委員会と市町の教育委員会の連携強化
　⑵ 学校教育における現場力の強化と人材確保
６ 魅力ある〝とちぎの食〟の振興

１ 県内経済の活性化
　⑴ 企業誘致及び産業成長戦略
　⑵ 雇用対策
２ 農業の成長戦略
　⑴ ６次産業化の推進
　⑵ 新規就農者の確保育成対策
３ 食の安全・安心の確保対策
４ 既存ダムを活用した水力発電への取組
５ 地域の教育力の向上対策
６ 国道461号バイパス等の整備

平成23年度  一般質問　2012.2.28

平成24年度  一般質問　2013.2下旬予定

質問内容　○未定

栃木県議会中継　☜検索　でインターネット中継画像が見られます。

池田　忠議員（元気） 白石資隆議員（元気）

平成23年度  一般質問　2011.12.6

平成24年度  一般質問　2012.9.26
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※このほか、必要に応じて臨時会議を開催します。
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2012.6.2
　城見ヶ丘運動公園（市貝町）に花水木の苗
木を植樹しました。この子たちとともに、元
気に大きく育ってもらいたいものです。

2011.12.17
　大分県大山町の６次産業の取り組み

2011.12.17
県議会会派元気クラブ視察　大分県
　大分県日田市のウッドパワー発電所 製材業者・解体業
者・林業者等からの木質チップ（年間約１０万ｔ）を燃料
に発電（出力１２，０００ｋｗ）し、供給しております。

2011.12.17
　大分県九重町の八丁原地熱発電所は国内最大の地熱
発電所です。地熱発電は地中深くから取り出した蒸気で
発電するものです。地下700メートルから3,000メートル
くらいの深い井戸（蒸気井）を掘って、マグマの熱で熱く
なった地下水をくみ上げて蒸気を取り出し、その蒸気で
タービン（写真）を回して発電しています。残りの熱水
は、ふたたび地下へ戻します。マグマの熱と地下水が火
力発電のボイラーの役割を果たしている。

2012．1．31
主に県が管理するダムの視察・調査
　30日・31日の2日間県内ダムの調査を行いました。写
真の寺山ダムは那珂川の3次支流矢板市長井を流れる宮
川に建設された洪水調整・多目的用水・上水道用水等の
利用目的のダムです。寺山ダムの他、板室ダム・塩原ダム・
小網ダム・湯西川ダム・川治ダム・五十里ダムを視察しまし
た。

2012.1.27
　元気クラブの２人で、ヘリによる航空パトロールと上空
からのダムの調査

元気
活動



2011.9.5
文教警察行政ヒヤリング
　元気クラブでは、定期的に政務調査を行っております。
　今回は、県警本部・教育委員会を訪れ、ヒヤリングを行い
ました。
　しっかり調査研究し、郷土の皆様の思いを実現するため
頑張っております。

2011.7.19
　宮城県のＪＡ名取岩沼を訪れ、髙橋組合長様にお話を
伺ってまいりました。3.11東日本大震災の津波により多くの
組合員の皆様や住民の方々が犠牲となり、行方不明の方や
亡くなられた職員の方もおられました。
　このような中、髙橋組合長様には長時間にわたって具体
的なそして前向きなお話を頂戴いたしました。また現地をご
案内いただきました高橋閖上支店長様はじめ職員の皆様、
本当にありがとうございました。まだまだ復旧の見通しが立
たない農地、所有者一家が犠牲になってしまった農地もあ
るとのこと、早急な復旧・復興を心から願っております。

2011.7.19
　とちぎボランティアネットワークの岩手県ボランティア基
地を訪問させていただきました。特殊な発砲スチロール製
の約75坪の建物です。テレビもない生活・様々な課題があ
る中、対応していただいた上田様（写真右から２人目）はボ
ランティア受け入れ活動を一生懸命前向きに進められてお
りました。

委員会活動

2012.8.28　県土整備委員会北海道庁視察
（白石県議：後方右から2人目）

2011.5.18　県政経営委員会
（白石県議：左端）

2012.5.17　農林環境委員会現地調査
（産廃不法投棄現場）
（池田県議：右から3人目）

2012.6.13　農林環境委員会事情聴取
（グリーンファーム下野）
（池田県議：右端調査服）

◆ご意見をお寄せください◆ いけだ　忠　　FAX：0287-22-5446　E-mail：info@t-ikeda.net
 白石としたか　FAX：0285-23-5145　E-mail：tositaka_desu@yahoo.co.jp

― 掲載記事は活動の一部です ―


